
 

 

 

 

 

 

  

 

２０２４年 9 月発行 

8 月の病気     熱 11 人／9 日  昨日の熱 3 人  

 

 

 

台風一過の候、雨風の後の残暑に引き続き気を付けてゆきましょう。この夏はプールや旅行など沢山思い出を作りましたね。秋からはまた

気分新たに散歩を再開したり、運動会や荒馬座などの行事にも取り組んでゆきましょう。 

 

 

 

 

 

警報レベルが続いています。 

 

 

防災の日 ９月１日は「 防災の日 」 防災についてぜひ家族と話す時間を作りましょ

う。 非常用持ち出し品を家族でチェック☑しましょう！ □ 自宅近くの避難場所・集合場所は？ ・地域で決められている

避難場所や災害が起きた際の集合場所を決めましょう □ 非常時の連絡方法は？ ・災害用伝言ダイヤル「１７１」が利用

できます ☆固定電話や携帯電話から録音でき、その録音を聞くこともできます ・遠方の親戚などの連絡先をみんなで確認

しましょう□ 非常用持ち出し品は？ ・災害時に持ち出す荷物、救急備品の使用期限などを確認しましょう。 

 

 

の形は千差万別で「長さ」「幅」「形」等、ひとそれぞれ違いがありま

す。ほとんどの人が左右でも違いがあります。本当に履き心地の良い靴

に巡り会うためには自分の足について良く知ることから始めましょう。 

 
足には大小 28個の骨、筋肉、靱帯、血管、神経等からできています。し

かし、私達が普段行っている立つ、歩くといった動作は実はとても複雑な

足の構造によって支えられているのです。生まれたばかりの赤ちゃんの足

の骨は軟骨でできており、立つこともできません。長い年月を経てしっかり

とした骨格が形成され、大人と同じような骨になるには 16年〜17年かか

ります。このことからも、足が健全に発育するための靴選びの大切さがわ

かります。 

 
足の基本的役割である「立つ」、「歩く」、「衝撃を吸収する」といったことの

他に、大切なことがあります。実は足は脳や心臓から遠い位置にあるため

に、血が心臓に戻りにくいのです。それをカバーするために、足は歩く時

に血を押し上げるポンプの役目を果します。地面を踏む、足を上げる時の

筋肉の収縮弛緩により、ポンプ効果が起きるのです。これが“足は第 2の

心臓”と言われる理由です。 

 
足には骨格で作られたアーチがあります。特に内側の縦アーチで地面に

接地しない部分 を「土踏まず」といいます。アーチには地面に接地する時

に衝撃を吸収する地面をける力を助けるバネの役目があります。 

 
 

８月の病気休み…熱 9 人/１１日  咳６人/１０日 手足口病８人/１０日 伝染性紅斑２人/２日 アデノウイルス１人/２日  

溶連菌１人/２日 喘息１人/１日 RS ウイルス６人/６日 大事取り４人/３日  


